
９
月
の
管
理

　
摘
果
と
病
害
虫
防
除
が
主
な
作
業
に
な
り
ま
す
。
収
穫
ま
で

の
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、
高
品
質
果
実
の
生
産
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

着
果
管
理

　

図
の
よ
う
に
９
月
に
な
る
と
養
分
の
使
わ
れ
方
が
、
果
実
の

肥
大
や
枝
、
根
の
生
長
か
ら
果
汁
蓄
積
に
移
り
始
め
ま
す
。
こ

の
時
期
に
摘
果
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
果
実
の
肥
大
を
あ
る
程

度
抑
え
、
残
し
た
果
実
に
養
分
が
集
ま
り
、
果
実
品
質
の
向
上

が
見
込
め
ま
す
。
た
だ
し
、
摘
果
の
時
期
の
遅
れ
や
長
期
間
に

わ
た
っ
て
実
施
す
る
と
、
品
質
向
上
効
果
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

光
合
成
が
盛
ん
な
期
間
に
養
分
を
効
率
良
く
果
実
に
集
中
さ
せ

る
た
め
に
も
、
後
期
摘
果
は
集
中
し
て
短
期
間
で
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

摘
果
時
期

　

果
面
が
滑
ら
か
に
な
っ
た
9
月
中

旬
頃
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
に
行
い
ま

す
。
品
質
向
上
の
た
め
、
１
樹
を
短

期
間
で
30
～
35
枚
／
１
果
の
適
正
葉

果
比
に
近
づ
け
ま
し
ょ
う
。

摘
果
を
す
る
果
実

　
極
小
玉
果
、
極
大
玉
果
、
内
ス
ソ

果
、
キ
ズ
果
、
腰
高
果
等

マ
ル
チ
被
覆
後
の
管
理

マ
ル
チ
被
覆
後
は
、
強
い
水
分
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。

早
朝
に
葉
が
巻
い
て
い
る
場
合
は
、過
度
な
乾
燥
状
態
な
の
で
、

マ
ル
チ
を
め
く
り
雨
水
を
入
れ
る
か
、
か
ん
水
な
ど
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

　
９
月
以
降
の
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
被
害
は
、
収
穫
時
の
果
実
に

残
り
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
化
に
よ
り
、
そ
の
他
の
病
害
虫
の
発

生
時
期
も
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
園
地
を
良
く
観
察

し
、
適
期
防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

黒
点
病　
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
５
０
０
倍
（
30
日

－

４
回
）

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤　
２
０
０
０
倍
（
前
日

－

３
回
）

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

ダ
ニ
コ
ン
グ
フ
ロ
ア
ブ
ル　
４
０
０
０
倍
（
前
日

－

１
回
）

ま
た
は
、

ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　
５
０
０
０
倍
（
７
日

－

１
回
）

果
皮
障
害
軽
減
を
目
的
に
バ
イ
カ
ル
テ
ィ
１
０
０
０
倍
を
混

用
散
布
し
、
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、
ダ
ニ

剤
を
ダ
ブ
ル
フ
ェ
ー
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
に
変
更
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
黒
点
病
は
発
病
適
温
が
20
～
27
℃
で
、
雨
が
多
い
と
発
生

を
助
長
し
ま
す
。
黒
点
病
防
除
後
、
30
日
経
過
す
る
か
累
積
降

雨
量
が
２
５
０
㎜
に
な
っ
た
時
点
で
薬
剤
の
効
果
が
弱
ま
る
の

で
、
再
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 後

期
摘
果
で

品
質
向
上

病
害
虫
防
除

ウ
ン
カ
類

ウ
ン
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、
株
元
に
薬
剤
が
か
か
り
や
す
い

出
穂
前
の
防
除
が
基
本
で
、
出
穂
後
の
防
除
効
果
は
低
く
な
り

ま
す
。
株
元
に
ウ
ン
カ
が
多
数
確
認
で
き
る
場
合
や
坪
枯
症
状

が
発
生
し
た
場
合
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
メ
ム
シ

斑
点
米
の
発
生
要
因
で
あ
る
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
、
出
穂

後
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

液
剤
体
系
の
場
合
は
、出
穂
後
に
２
回
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
１
回
目
〉
穂
揃
期

キ
ラ
ッ
プ
ジ
ョ
ー
カ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

１
０
０
０
倍

い
も
ち
病
・
穂
枯
れ
対
策
を
兼
ね
て

ブ
ラ
シ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
０
０
倍
を
混
用
。

〈
２
回
目
〉
１
回
目
散
布
か
ら
７
～
10
日
後

ス
タ
ー
ク
ル
液
剤

１
０
０
０
倍

粒
剤
体
系
の
場
合
は
、出
穂
７
日
後
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

３
㎝
程
度
の
湛
水
状
態
で
均
一
に
散
布
し
、
４
～
５
日
間
は
湛

水
を
保
ち
、
散
布
後
７
日
間
は
か
け
流
し
を
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤

３
㎏
／
10
ａ

米
粒
を
充
実
さ
せ
る
水
管
理

　
幼
穂
形
成
期
か
ら
出
穂
後
10
日
間
は
、
多
量
の
水
を
必
要
と

し
ま
す
。
水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
管
理
し
、
そ
の
後
は
間
断

か
ん
水
を
繰
り
返
し
ま
す
。

落
水
時
期
を
適
切
に

　
落
水
時
期
の
目
安
は
、
刈
取
り
７
～
５
日
前
と
し
ま
す
。
早

期
落
水
に
よ
る
極
端
な
土
壌
の
乾
燥
は
、
胴
割
米
の
原
因
と
な

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
早
生
品
種
で
は
、
そ
の
傾

向
が
強
ま
り
ま
す
。
収
穫
は
、
ほ
場
ご
と
充
分
に
観
察
し
、
適

期
の
刈
取
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
帯
緑
籾
歩
合
が
５
～
10
％

が
収
穫
適
期
で
す
。
帯
緑
籾
歩
合
が
半
減
す
る
日
数
は
９
月
中

旬
ま
で
は
５
日
、
９
月
下
旬
以
降
は
７
日
で
す
。

出
穂
か
ら
収
穫
時
期
ま
で
の
日
数
の
目
安

コ
シ
ヒ
カ
リ　
35
日
前
後

き
ぬ
む
す
め　
40
日
前
後

あ
い
ち
の
か
お
り
Ｓ
Ｂ
Ｌ　
45
日
前
後

※
出
穂
期
…
ほ
場
全
体
の
５
割
く
ら
い
が
出
穂
し
た
頃

※
穂
揃
期
…
ほ
場
全
体
の
９
割
く
ら
い
が
出
穂
し
た
頃

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁
博
明
博
明

ま
も
な
く

収
穫
を
迎
え
ま
す

藤
枝
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
松
本

藤
枝
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
松
本
武
志
武
志

図：摘果時期が果実肥大、果汁糖度、次年度着花に及ぼす影響
（青島温州のすべて�より）
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